
中国の事業・マーケティング戦略に欠かせない情報満載

目まぐるしく移り変わる中国の消費現場・トレンドを追いかけて、早13年を超えました。
2012年9月発刊の月刊会報誌「中国消費洞察」は、2026年6月号で135号※となりました。
ご入会いただくと、これまですべてのバックナンバーが、PDFにてダウンロードできます。
中国ビジネス戦略に欠かせない各種インサイトの把握・活用に、ぜひともご活用ください。
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※本会報誌は中国で公開済みの二次（外部）データをもとに日本で編集・印刷・発行しております
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会員制サイト「キャスト中国ビジネス」

中国マーケティング会員コース

中国消費洞察
中国ビジネスをマーケティング視点から再構築しよう！
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ニーズの多様化で日本企業にも商機

「情緒価値」を求める
中国サービス消費の新潮流

業界研究 ■ 中国サービス消費分析レポート

インスタントリテールが主戦場へと浮上

「AI 主導元年」となった中国「618」商戦

マーケティングコラム ■ 2026 年「618」商戦分析レポート

中国の食品流通を変える新たな小売業態

デフレ圧力下で急成長する

「零食量販店」
（菓子類専門チェーン）

 ■ 中国「零食量販店」市場分析レポート巻頭特集 ■ 中国「零食量販店」市場分析レポート



ユーチューブチャンネル開設 !ユーチューブチャンネル開設 !
中国消費洞察 5分で学ぶ中国マーケティング中国消費洞察 5分で学ぶ中国マーケティング

会員企業の中国における
販路開拓をバックアップ!

www.youtube.com/@china.marketing.insight/

これまでの実績これまでの実績

メルマガ（毎週水曜日発行）の内容を中心に、5分前後の動画に編集
文章だけでは伝えきれなかったイメージを、たくさんの写真でビジュアル化

チャンネル登録と高評価、何卒よろしくお願い致します！

中国でこれまで蓄積してきた経験、知識・知見、人脈を活かしながら、「コンサル＋販売支援」の枠組みで、
巨大な中国市場での日本商品販売をサポート。会員企業の中国における認知度アップ、

商品販売増について、下記のような取り組みを通して支援・協働しています。

アリババ系
スーパー「盒馬」への

売り込み

中国ECのTP
（運営代行業者）の

紹介

抖音
（ドウイン・TikTok）
ライブコマース運営
代行会社の紹介

微信ベース
「団購」（団体購入）
アプリへの出品

B2B事業者との
取引・提携の

模索・紹介......等々

キャストグローバルコンサルティング株式会社　担当：大亀
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〒105-6234  東京都港区愛宕2-5-1 愛宕グリーンヒルズMORIタワー34階

お問い合わせ

アリババ系スーパー「盒馬」へ
日本酒の輸出

アリババ系スーパー
「盒馬X会員店」へ
ホットケーキミックス出荷・ 純米大吟醸「龍王井」（1,800ml）

 2,500本
・ 純米吟醸生貯蔵酒（300ml）
 22,000本
・ 冷凍生酒「氷華」（300ml）
 2,500本

白牡丹酒造（広島県）様 NIPPN（日本製粉）様
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■巻頭特集

編集後記38

AI（人工知能）を活用した運営効率と顧客体験を重視する競争へと転換した 2026 年の「618」商戦。販促手法の簡素化やインスタ
ントリテールの拡大など、中国 EC 市場は成熟期に向けて新たな局面を迎えている。主要プラットフォームの取り組みや市場変化を整
理し、日本企業が押さえるべき最新トレンドと販売戦略へのインサイトを分析する……

インスタントリテールが主戦場へと浮上 

「AI 主導元年」となった中国「618」商戦

■マーケティングコラム / 2026 年「618」商戦分析レポート34

サービス消費が新たな成長分野となる中
国。旅行や外食、ライブ・イベント、スポー
ツなど幅広い分野で市場が拡大し、人々の
ライフスタイルにも変化が広がる。サービ
ス市場の最新動向を整理するとともに、日
本企業にとって期待されるビジネスチャン
スと今後の展望を考察する……

ニーズの多様化で日本企業にも商機

「情緒価値」を求める
中国サービス消費の新潮流

4 中国「零食量販店」市場分析レポート

中国で急速に店舗数を増やしている「零食量販店」は、菓子類や飲料、軽食を低価格で販売する新たな小売業態として存在感
を高めている。メーカーからの大量仕入れや効率的な物流を強みに、スーパーを下回る価格と豊富な品揃えを実現。成長の背景
やビジネスモデル、主要企業の戦略を整理するとともに、日本の食品企業にとっての事業機会を探る……

中国の食品流通を変える新たな小売業態

デフレ圧力下で急成長する
「零食量販店」（菓子類専門チェーン）

20 ■業界研究 / 中国サービス消費分析レポート
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デフレ圧力下で急成長する「零食量販店」
（菓子類専門チェーン）

ここ数年、中国の食品小売市場で急

速に存在感を高めているのが、「零食

量販店」と呼ばれる新たな業態だ。

中国で「零食」とは、スナック菓子や

チョコレートなどの菓子類に加え、辣条

（スパイシースナック）や滷味（味付け

煮込み食品）、豆腐干（硬めに加工した

豆腐を味付けした食品）、飲料なども

含む、一日三食の合間に食べる軽食全

般を指す。

こうした色んな種類の「零食」類を

数多く集めたチェーン店なので、日本語

では「菓子類専門チェーン」が最も相応

しい表現となりそうだが、あえてここで

は「零食量販店」と呼ぶ。

中国の至るところで、「好想来」「趙

一鳴零食」「零食很忙」などを代表とす

る零食量販店が、コンビニエンスストア

（コンビニ）を思わせる勢いで出店を加

速。主要都市だけでなく三線級以下の

「下沈市場」と呼ばれる地方都市にも

店舗網を広げている。

店 内 に は ス

ナック菓子や飲

料、ナッツ類、肉

加工品など数千

種類の商品が並

び 、明るく開 放

的な売り場が特

徴 だ。メーカー

からの大量仕入

れと効率的な物

流体制を武器に、

一般的なスーパーを大きく下回る価格

を実現。急速に消費者の支持を集めて

いる。

人気の理由は、単に安いからではな

い。手頃な価格で豊富な商品を自由に

選べるという、高いコストパフォーマンス

（コスパ）にある。

少額の支出でもさまざまな商品を購

入できることから、気軽に新商品を試せ

る場としても利用されている。こうした

新しい購買体験も、中国人の菓子の買

い方そのものを

変えつつある。

食 品 企 業 に

とっても、販 売

チャネルとしての

重要度が、従来

のスーパーやコ

ンビニから、零

食量販店へと急

速にシフトして

いる。

市場の拡大ペースは驚異的だ。2020

年 末 に 約 1 , 8 0 0 店 だった 店 舗 数 は 、

2025年末には4万5,000店を突破。こ

の5年間で25倍以上に増加した。

「鳴鳴 很忙」と「万辰 集団」の2大

チェーンだけで3万店以上を展開してお

り、市場は実質的な二強体制へと移行

している。

なぜ零食量販店は、これほど短期間

で中国全土へ広がったのか。その成長

は、中国の小売市場にどのような変化を

もたらしているのか。また中国市場への

参入を目指す日本の食品企業にとって、

どのようなビジネスチャンスがあるのだ

ろうか。

今号では、中国で急成長を遂げる零

食量販店のビジネスモデルや成長の背

景、市場構造、主要プレイヤーの戦略、

メーカーとの取引・協業の仕組みなどを

整理し、日本企業にとっての事業機会

を考察する。
中国全土で急拡大する零食量販店中国全土で急拡大する零食量販店

零食量販店の店内風景零食量販店の店内風景

零食量販店とは、メーカーから商品

を直接仕入れ、低価格で販売すること

を特徴とする新しい菓子類専門チェー

ン業態のこと。

従来のように複数の卸売業者を介さ

ず、メーカーから大量に商品を調達する

ことで仕入れコストを抑制。自社の物

流網を通じて加盟店へ配送する効率的

なサプライチェーンにより、低価格と豊

富な品揃えを両立している。

そのビジネスモデルは、本部による一

括調達、一元化された物流、フランチャ

零食量販店とは？

サプライチェーンを効率化した新たな小売業態
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菓子・飲料の品揃えは大幅に多く、ス

ナック菓子やチョコレート、ナッツ、肉

加工品、ビスケット、飲料など幅広いカ

テゴリーをカバーしている。

量り売りと包装商品の両方を取り扱

うことで、消費者は少量から気軽に購入

でき、新商品にも手を伸ばしやすい。

低価格を支えているのが、高い商品

回転率だ。業界最大手の「鳴鳴很忙」

は、在庫回転日数が11～13日程 度と、

一般的なスーパーを大きく上回る。

商品の入れ替えを迅速に行うことで

在庫ロスを抑え、鮮度を維持するととも

に、在庫回転率を高めてキャッシュ・フ

ローを改善している。

出店戦略にも特徴がある。店舗は大

型商業施設ではなく、住宅街や生活圏

に近い路面店が中心だ。

100～300㎡程度の店舗に商品を効

イズ展開を組み合わせたものだ。

大量販売によって利益を確保する薄

利多売型のビジネスモデルであり、中国

の食品小売業界に新たな潮流を生み出

している。

この業態が急速に普及した背景には、

中国の菓子販売チャネルの変化がある。

これまで消費者が菓子を購入する場

は、スーパーやコンビニに加え、「良品

舗子」や「来伊份」に代表される菓子類

専門ブランド店が中心だった。

これらの専門店は、PB（自社ブラン

ド）商品を軸に高い付加価値を提供す

ることで成長を遂げてきたが、その分、

販売価格も比較的高い水準にあった。

これに対し、零食量販店はブランド

力ではなく、サプライチェーンの効率化

による低価格を競争力の源としている。

有力ブランド商品を集客の目玉とす

る一方で、ノーブランド商品やOEM商

品も取り扱い、商品構成を工夫すること

で収益性を確保している。

さらに中間流通コストを徹底的に削

減することで、一般的なスーパーより

25％以上安い価格を実現している。商

品によっては、40～60％程度安く販売

されるケースも珍しくない。

ブランド価値によって付加価値を提

供する菓子類専門ブランド店のビジネス

モデルとの違いこそが、零食量販店が

短期間で市場を拡大した最大の要因と

なっている。

低価格を支える独自の 
ビジネスモデル

零食量販店が急成長を遂げた背景に

は、「低価格」「豊富な品揃え」「高い

商品回転率」「生活圏への出店」「フラ

ンチャイズ展開」という五つの特徴があ

る。

最大の強みは、圧倒的な価格競争力

だ。商品価格は一般的なスーパーより

20～40％程度安く設定されており、飲

料や菓子など一部商品ではさらに価格

差が広がる。

会員限定の値引きや期間限定セール

ではなく、日常的に低価格で販売する

「EDLP（Everyday Low Price）」を

基本戦略としている点が特徴だ。

品揃えの豊富

さも競争力の一

つ だ 。1 店 舗 当

たり約1,80 0種

類 以 上 の 商 品

を取り扱い、大

手 チ ェ ー ン で

は S K U 数 が 約

4,000に達する。

同規模のスー

パーと比べても、

有名メーカー品を集客の目玉とする売り場有名メーカー品を集客の目玉とする売り場

低価格を強みとする零食量販店低価格を強みとする零食量販店

菓子類専門ブランド店「来伊份」菓子類専門ブランド店「来伊份」
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デフレ圧力下で急成長する「零食量販店」
（菓子類専門チェーン）

率よく陳列し、内装は必要最小限に抑

えることで、賃料や店舗運営コストを低

減している。日常の買い物の動線上に

立地することで、来店頻度を高める狙

いもある。

急速な店舗拡大を支えているのが、

フランチャイズ方式だ。大手チェーンで

は加盟店比率が99％を超え、加盟金や

管理費、配送費を無料とするなど、加盟

のハードルを大きく下げている。

本部は加盟店への商品供給を通じ

て収益を確保し、加盟店は店舗運営に

よって利益を得る。加盟店の収益を確

保しながら店舗網を拡大し、規模の経

済によって競争力を高める仕組みだ。

零食量販店の低価格は、値引きや販

促によって実現しているわけではない。

サプライチェーンの効率化、高い商品

回転率、生活圏への出店といった複数

の仕組みを組み合わせることで、継続

的に低価格を維持できるビジネスモデ

ルを構築している点が、この業態の最

大の特徴といえる。

零食量販店が短期間で急速に市場

を拡大した背景には、消費者の価値観

の変化をはじめ、経済環境や流通構造

の変化など、複数の要因が重なってい

る。

まず挙げられるのが、消費者の購買

行動の変化だ。

かつて中国では、ブランドは品質や

信頼性を保証する存在と考えられ、消

費者も著名なブランドであれば多少価

格が高くても受け入れる傾向があった。

しかしスマートフォン（スマホ）の普及

によって、商品に関する情報を容易に入

手・比較できるようになると、ブランド

だけで商品の価値を判断する人たちは

次第に減っていった。

特に2000年代以降に生まれた「00

後」と呼ばれる若年層では、その傾向

が顕著となっている。

同じメーカーや工場で生産された商

品でも、ブランドによって販売価格が大

きく異なるケースが広く知られるように

なり、商品選びの基準はブランドの知名

度から、品質やコスパへと移りつつある。

零食量販店は、こうした消費者ニーズ

の変化を的確に

捉えた業態とい

える。ブランドよ

りも品質と価格

を重視した品揃

えを打ち出すこ

とで、多くの消

費者からの支持

を獲 得し、市場

を急速に拡大し

てきた。 高まるコストパフォーマンス志向高まるコストパフォーマンス志向

住宅街近くに立地する零食量販店住宅街近くに立地する零食量販店

幅広い商品を取り扱う零食量販店幅広い商品を取り扱う零食量販店

零食量販店の急成長を支えた要因は？

「ブランド」から「コスパ」重視へ
景気低迷が生んだ 

リップスティック効果
零食量販店の成長を後押ししたもう

一つの要因が、景気減速に伴う消費行

動の変化だ。

近年、中国では経済成長の鈍化に加

えて、就業や将来に対する先行き不透
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近年、中国では消費の価値観が大き

く変化している。

消費の中心は「モノ（商品）」から

「サービス」へと移りつつあり、旅行

や外食、ライブ・イベント、スポーツ、教

育など、体験や時間に価値を見いだす

「サービス消費」が新たな成長分野と

なっている。

没入型の演劇や音楽フェス、オンラ

インのパーソナルトレーニングといった

新しい消費スタイルも広がり、人々のお

金の使い方は大きく変わり始めた。

これは一時的なブームではない。14

億人を超える巨大市場で進む消費の転

換であり、人々のライフスタイルそのも

のが変わりつつある。

2025年のサービス小売売上高は前

年比5.5％増となり、モノの3.8％増を

1.7ポイント上回った。

一人当たりのサービス消費支出は1万

4,000元に達し、個人消費全体に占め

る割合は46.1％と、2020年から3.5ポイ

ント上昇している。

またGDPに占めるサービス産業の

付加価値の比率も57.7％まで拡大し

た。（表１：中国のサービス小売売上高

と商品小売売上高の伸び率比較）（図

１：1人当たりのサービス消費支出と消

費支出に占める構成比）

こうしたデータが示すのは、中国の

消費の軸が「モノを所有すること」から、

「体験や豊かな時間（コト）に価値を見

いだすこと」へ移りつつあるという現象

業界研究       中国サービス消費分析レポート

ニーズの多様化で日本企業にも商機

「情緒価値」求める
中国サービス消費の新潮流

出所：国家統計局

【表１】中国のサービス小売売上高と商品小売売上高の伸び率比較

サービス小売
売上高の伸び率

商品小売
売上高の伸び率

差（ポイント）

2023年 +��.�% +�.�% +��.�pt

2024年 +�.�% +�.�% +�.�pt

2025年 +�.�% +�.�% +�.�pt



21

中国サービス消費分析レポート業界研究

中国消費洞察 ●  2026年6月号 第135号

だ。

日本企業にとって、この変化は新たな

ビジネス機会につながる可能性を大い

に秘めている。日本は観光、飲食、宿泊、

教育などの分野で、高品質なサービス

ときめ細かな運営ノウハウを培ってきた。

中国で拡大するサービス市場は、日

本のサービス関連企業にとって、新たな

中国でサービス市場が拡大する背景

には、経済成長に伴う消費の成熟があ

る。

一 般に 、一人 当たりの G DP が 1 万

5,000米ドル前後に達すると、消費の中

心はモノからサービスへ移行するとされ

ている。

中国の一人当たりGDPは2025年に1

万4,000米ドルに迫っており、まさにそ

の転換点を迎えている。（図２：中国1

人当たりのGDPの推移）

生活必需品が広く行き渡った現在、

消 費 者 が 求 め

るのは「何を持

つか」ではなく、

「どのような体

験や価値を得ら

れるか」にシフト

しつつある。

価格や機能だ

け でなく、利 便

性や快適性、自

己実現、精神的な充足といった付加価

中国サービス市場拡大の背景は？

音楽フェスは若年層に人気の体験（コト）消費音楽フェスは若年層に人気の体験（コト）消費

サービス消費の伸び率はモノ（商品）消費を上回るサービス消費の伸び率はモノ（商品）消費を上回る

成長機会を見いだす有望な市場になり

つつある。 

出所：国家統計局

【図１】1人当たりのサービス消費支出と消費支出に占める構成比
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高齢化を背景にシルバーエコノミーが拡大高齢化を背景にシルバーエコノミーが拡大

値を重視する傾向が一段と強まってい

る。

こうした流れを後押ししているのが

中国政府の政策だ。

2024年以降、「サービス消費の質の

高い発展に関する意見」や「消費振興

特別行動計画」などの政策を相次いで

打ち出し、飲食、観光、スポーツ、介護、

教育など幅広い分野でサービス市場の

活性化を進めている。

同時にサービス業の対外開放も加速

しており、海外企業にとって、中国市場

へ参入しやすい環境整備が進められて

いる。

出所：世界銀行

【図２】中国1人当たりのGDPの推移
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中国のサービス市場では、Z世代とシ

ニア層が新たな需要を生み出し、市場

成長を支えている。

両世代間では価値観やライフスタイ

ルが大きく異なるものの、それぞれが

サービス消費を拡大する重要な担い手

となっている。

1995～2009年生まれのZ世代（17〜

31歳）は、中国の消費市場をけん引する

中心層だ。中国経済の高度成長期とイ

ンターネットの普及を背景に育った世代

であり、従来とは異なる価値観を持つこ

とが特徴となっている。

上海市青少年研究センターが公表し

た「2025 Z世代情緒消費報告」による

と、中国で「情緒価値」と呼ばれる、心

の豊かさや精神的な満足につながる

消費を重視すると答えた人の割合は、

2025年に56.3％となり、前年から16ポ

イント上昇した。

若年層の関心は、モノを買うことから

コト（体験）を楽しむことへと移りつつ

ある。

有料コンテンツ、フィットネス、芸術・

カルチャー活動、アウトドア、没入型観

光、スタンドアップコメディ、音楽フェ

スなど、体験型サービスへの支出が広

がっている。

一方、高齢化の進展も、サービス市場

の成長を後押ししている。

サービス市場の成長を支える Z 世代とシニア層

Z世代が中国の消費市場をけん引Z世代が中国の消費市場をけん引
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中国のサービス消費を代表する分野

の一つである観光・レジャー。

2 0 2 5 年 の 国 内 旅 行 者 数 は 6 5 億 

2,200万人で、旅行支出は6兆3,000億

元。それぞれ前年比16.2％増と9.5％増

で、堅調に推移した。

市場の拡大に加え、旅行に求められ

る価値も大きく変化している。

従来のように観光名所を巡って写真

を撮るだけではなく、地域の文化や食、

暮らしに触れる体験を重視する旅行ス

タイルが広がっている。

2025年末時点の60歳以上の人口は

3億2,300万人で、総人口の23％を占め

た。医療・介護に加え、健康づくりや長

期滞在型旅行、カルチャー・娯楽など

への需要も着実に伸びている。

国家税務総局によると、2025年上半

期のシニア向け旅行サービスの売上高

は前年同期比26.2％増、カルチャー・

娯楽サービスは同20.7％増となった。

また中国老齢 科 学 研究センターの

「銀髪経済ブルーブック――中国銀髪

経済発展報告（2025）」では、中国のシ

ルバーエコノミー市場は2025年に約9

兆元、2035年には30兆元規模へ拡大

すると予測している。

世代によって求めるサービスは大きく

異なる。

Z世代は趣味やコミュニティを通じた

体験や交流を重視する一方で、シニア層

は健康管理や介護、旅行、カルチャー

活動など、生活の質を高めるサービスへ

の関心が高い。

また中間所得層では、利便性や品質

を重視した生活サービスへの需要も広

がっている。

こうした多様なニーズを背景に、中国

のサービス消費は幅広い分野へと広が

り、市場は今後も成長が続くとみられる。

旅行関連サービス市場は堅調に成長続く旅行関連サービス市場は堅調に成長続く

観光景区では飲食や文創商品の消費も拡大観光景区では飲食や文創商品の消費も拡大

サービス市場の成長分野をカテゴリー別に分析
サービス消費の存在感が年々高まる

中国。2025年のサービス小売売上高は

前年比5.5％増で、モノの3.8％増を1.7

ポイント上回ったのは前述の通り。

一人当たりのサービス消費支出も前

年比4.5％増で、個人消費全体に占める

割合は46.1％に達した。サービス消費

は、すでに個人消費の半分近くを占める

までに至っている。

なかでも伸びが目立つのは 、カル

チャー、観光、娯楽、スポーツなどの体

験型サービスだ。

旅行関連サービスや交 通サービス、

カルチャー・スポーツ・レジャー関連

サービスは、いずれも二桁成長を維持。

オンラインサービスも引き続き好調で、

情報通信サービスの小売売上高は前年

比10％を超える伸びを記録している。

今後もサービス消費は、中国の消費

市場をけん引する成長分野であり続け

るだろう。2030年には、一人当たりの消

費支出に占めるサービス消費の割合が

50％を超え、サービス消費の存在感は

一段と高まる見通しだ。

そこで以下では、観光・レジャー、飲

食・宿泊、カルチャー・娯 楽、スポー

ツ・イベント、デジタルサービス、シニア

サービスの6つのカテゴリーに分けて、

それぞれ詳細に分析していこう。

❶観光・レジャー
「見る観光」から「体験する観光」へ 
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中国EC（電子商取引）大手、京東

（JDドットコム）の創業日6月18日を記

念して2008年に始まった「618」商戦だ

が、2026年も静かに幕を閉じた。

例年のように販促広告があふれ、消

費者が深夜までセールに熱中し、リア

ルタイムで売上速報が飛び交うような

熱狂は見られず、今年は全体として落ち

着いた商戦となった。

こうした変化は、中国のEC市場が急

成長の局面を終え、成熟期へと移行し

「AI主導元年」となった 
中国「618」商戦

インスタントリテールが主戦場へと浮上
2026年「618」商戦分析レポート

つつあることを象徴している。

今年の618商戦は、業界内では「AI

主導元年」と位置付けられている。

AI（人工知能）はECの運営を支援す

るツールから、プラットフォームの運営

や消費者の購買行動を左右する存在へ

と変化した。

各プラットフォームも、これまで主流

だった複 雑なクーポンや条件 付きの

割引を見直し、「公式値引き（官方直

降）」や「商品単位での直接値引き（単

件立減）」を中心とするシンプルな販促

へと転換。競争の軸は価格や集客力か

ら、AIを活用した運営効率や顧客体験

の向上へと移りつつある。

今年の618商戦は、中国EC市場の転

換点を象徴するイベントとなった。中国

市場への展開を進める日本企業にとっ

ても、その変化を的確に捉えることは、

今後の販売チャネル戦略や商品展開を

検討するうえで重要な示唆となるだろう。

■成長は維持するも、伸び率は大幅に鈍化

「即時零售」（インスタントリテール）が大幅に伸長
中 国 調 査 会 社 の 星 図 数 据

（Syntun）によると、2026年の618商

戦（5月13日～6月18日）のEC流通取引

総額（GMV）は9,340億元となり、前年

同期比4.0％増だった。

前年の20.9％増から伸び率は大きく

低下したものの、プラス成長は維持した。

過去5 年間の推移を見ると、202 2

年は20.3％増、2023年は14.8％増、

2024年は7.0％減、2025年は20.9％増、

2026年は4.0％増となった。

伸び 率は一桁 台まで低下しており、

高成長を続けてきた618商戦は転換点

を迎えたといえる。（図1：618商戦の

EC流通取引総額（GMV）と成長率の

推移）

背景には、中国全体の消費の伸び悩

みがある。

2026 年1～4月期の社 会消費品小

売総額（小売売上高）は、前年同期比

1.9％増にとどまり、5月は前年同月比

0.6％減とマイナスに転じた。

中国の消費者の節約志向が続くなか

でも、618がプラス成長を維持したこと

は、大型セールによる需要喚起効果が

依然として一定程度機能していることを

示している。

一方で、消費行動はまとめ買いから、

必要な商品を必要なタイミングで購入

するスタイルへと変化しつつある。

チャネル別では、淘宝（タオバオ）・

天猫（Tモール）、京東（JDドットコム）、

拼多多（ピンドゥオドゥオ）、抖音（ドウ

イン・TikTok）、快手（クアイショウ）な

どのECの流通総額は8,636億元で、前

年同期比0.9％増とほぼ横ばいだった。

一方、フードデリバリー網を活用し

た「即 時 零售」（インスタントリテー

ル）は、628億元で同112.3％増と大

幅に伸長。一方、チャットアプリの微信

（ウィーチャット）を活用した社区団購

（コミュニティ共同購入）は、76億元で
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同39.6％減となった。(図２：618商戦の

「即時零售」（インスタントリテール）

のGMVと成長率推移)

ECの成長鈍化に反するインスタント

リテールの急拡大は、中国の購買行動

が構造的な転換期にあることを示して

いる。

従来の“配送を待つ”ECから、“必要

な商品を短時間で受け取る”消費スタ

イルへとニーズがシフト。インスタントリ

テールがEC市場の競争軸の一つにな

りつつある。

■プラットフォーム各社は AI が競争力の中核に

市場拡大が続くインスタントリテール
EC市場では、淘宝・天猫が市場シェ

ア約34％で首位を維持し、京東と抖音

がこれに続いた。

今年の618商戦で各社に共通してい

たのは、AIを競争力の中核に据えた点

だ。

AIは販促支援ツールの枠を超え、消

費者の購買体験の向上や店舗運営の効

率化、広告配信の最適化など、EC運営

全体を支える基盤技術へと位置付けら

れた。

淘宝・天猫は、「公式値引き」を軸と

したシンプルな販促を継続するとともに、

有料会員「88VIP」の特典を拡充した。

またアリババの生成 A I「通義千問

（Qwen）」との連携を進め、Qwenを

通じて商品検索から比較、購入までを

一貫して行えるようにした。

さらにマーケティング・プラットフォー

ム「阿里媽媽（アリママ）」では、需要

分析から商品選定、コンテンツ制作、広

告運用までをAIで支援する新たな仕組

みを導入した。

天猫の発表によると、商戦前半の時

点で4万を超える出店ブランドの取引

高が前年同期比で倍増。取引高1億元

を超えたブランド数も前年比40％増と

なった。

京東は、注文ユーザー数が過去最高

を更新した。

AI経営支援ツール「京小通」を投入。

商品素材の作成、価格設定、広告運用、

販売分析までを一元的に支援する体制

出所：星図数据（Syntun）

【図1】618商戦のEC流通取引総額（GMV）と成長率の推移
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【図２】618商戦の「即時零售」（インスタントリテール）の
GMVと成長率推移

出所：星図数据（Syntun）
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今号では、中国で急速に店舗数を拡大している「零食量販店」と呼ばれる菓子

類専門チェーンを特集しました。

「零食」とは、一日三食の合間に食べる“おやつ”全般を指す言葉。スナック菓

子やチョコレート、クッキー、ナッツ類に加え、中国ならではの辣条（スパイシース

ナック）や滷味（味付け煮込み食品）、豆腐干（硬めに加工した豆腐を味付けした

食品）など、実に幅広い商品が含まれます。

店内にはこうした商品がところ狭しと並び、その光景はどこかドン・キホーテの

菓子売り場を思わせます。定番商品から聞いたことのないローカルブランド、さら

には量り売りの商品まで揃い、多くの商品の中から自分だけのお気に入りを探す

楽しさがあります。

私が「好想来」「趙一鳴零食」「零食很忙」といった零食量販店を初めて目にし

たのは、中国で「下沈市場」と呼ばれる三線級以下の地方都市を視察していた時

でした。

チェーン店でありながら地域に溶け込んだ店構え。品揃えも上海のコンビニや

盒馬（フーマー）、ALDI（アルディ）などでは見かけないローカルブランドが中心

でした。

そうしたなか、日系食品メーカーの方との食事の席で、デフレ圧力が続く市場環

境のなか「最近の業績はいかがですか」と尋ねたところ、意外にも「実はそれほど

悪くないんです」という返答が…。その理由こそが、この零食量販店だったのです。

店舗数が多いため大量に仕入れてくれる。集客効果を期待して有名ブランド商

品は価格交渉も比較的少ない。代金の支払いも早いとのこと。別の食品メーカー

からも同様の話を聞き、この新しい流通チャネルの存在感を強く感じました。

スーパーからコンビニ、ネットスーパー、ライブコマース、さらには即時小売（イ

ンスタントリテール）へと食品流通が大きく変化するなか、新たな販売チャネルと

して急速に台頭する零食量販店。

地方都市から生まれ、全国へと拡大するその勢いは、前号で特集した快手（ク

アイショウ）にも通じるものがあります。「下沈市場」を攻略する有力な手段とし

て、日本企業にとっても今後注目すべき小売業態では…との思いで分析しました。

（亀）
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ニーズの多様化で日本企業にも商機

「情緒価値」を求める
中国サービス消費の新潮流

業界研究 ■ 中国サービス消費分析レポート

インスタントリテールが主戦場へと浮上

「AI 主導元年」となった中国「618」商戦

マーケティングコラム ■ 2026 年「618」商戦分析レポート

中国の食品流通を変える新たな小売業態

デフレ圧力下で急成長する

「零食量販店」
（菓子類専門チェーン）

 ■ 中国「零食量販店」市場分析レポート巻頭特集 ■ 中国「零食量販店」市場分析レポート


